

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2)金有性 :韓国のジオ シンセテ ィ ツクスについて, ジオシンセテ ィ ツクス技
術情報,vol.16,No.2,27(2000)
3)渡義治 :ジオテキスタイル利用工法の設計 と施工,建設図書,14(1987)
4)日本工業標準調査会 :日本工業規格 ジオシンセテ ィ ツク用語 , 日本規格協
会,7-8(1994)
5)ジオテキスタイル編集委員会編 :土質基礎 工学 ライブラ リー40ジオテ キス
タイル,土質工学会,6(1994)
6)福 岡正 巳 :ジオテキスタイルの現状 と将来,87/5ミクロシンポジウム ｢ジ
オテキスタイル の機能 と構造｣講演要 旨集,卜24(1987)
7)日本化学繊維協会 ･技術委員会 合成繊維技術専門委員会 :産業用繊維の動
向調査報告書一土木建設分野-,16-38(1989)
8)福 岡正 巳 :ジオテ キスタイル学会か らジオ シンセテ ィツクス学会-,基礎
工,Vol.24,No.12,1(1996)
9)ジオ グ リッ ド研 究会専門部会編 :｢ジオ グ リッ ド工法｣ガイ ドライ ン, ジ
オ グ リッ ド研究会, (1990)
10)建設省 土木研究所 :ジオテキスタイルを用いた補強土の設計 ･施工マニュア
ル,土木研究所資料第3117号, (1992)
ll)赤井智幸 :大阪府 ジオテキスタイル技術研究会,ジオシンセテ ィツケス技
術情報,Vol.ll,No.3,25(1995)




















































引張試験 クリープ試験 引抜き　・齧ﾊせん断試験 面内方向ﾊ水性試験 垂直方向ｧ水性試験 開孔径試験
罵途　　　　　目的 引張強度特性 長期強度特性 璋擦特性 面湾方向通水性 垂直方向透水性 A．　0．　S
盛土　　　　　盛土本体の補強 ◎ ◎ ○
盛土内排水 △ △ ◎ ○ ○
圧密促進 △ △ ◎ ○ ○
盛土のり面の侵食防止 △ △ △ △ △
盛土のり面の補強（転圧補助） ◎ ○ △
耐震性の向上 ◎ ○ O
土留め，擁壁　補強 ◎ ◎ ○
土圧低減 ◎ ◎ O
排水 △ △ ◎ ○ ○
耐震性の向上 ◎ ○ ○




その他　　　　切土・盛土境界颪排水 △ △ ◎ ○ 9
排水ブランケット △ ○ ◎
暗渠排水 ◎ ◎
側溝，開渠，暗渠の外周被覆材 △ ◎ L

























































GHDは繊維 ･プラスチ ック材料であるか ら､ク リープ変形 に対す る懸念が
ある｡ そ こで､GHDの長期変形特性 を示 し､既存材料 と比較 しつつGHD
のク リープ特性改善について論 じる｡
また､従来盛土内の排水材 として用い られ てい るスパ ンポ ン ド法 ニー ドル
パ ンチ不織布 に関 して も､補強機能 に係 わる上述の全ての評価試験 を行い､





























































































































































































































































































































織 物 素 材：ポリエステル
変化ハ『ラメーター 試料 繊維繊度 糸の繊度 糸密度 より数 厚さ 単位面積当たり 空隙率
（タテ×ヨコ）
（d） （d） （本／2．54c田）　　　　’ （T／m） （脇m） の質量（g／mう
F1 5．2 1000 25×25 120 0．44 225．7 0．62糸密度 F2 5．2 1000 28×28 120 0．44 254．7 0．58F3 5．2 1000 35x35120 0．49 332．9 0．51
F4 5．2 500 28×28 170 0．30 120．7 0．71糸の繊度 F2 5．2 1000 28x28120 0．44 254．7 0．58F5 5．2 1500 28×28 100 0．61 406．7 0．52













































































この湿潤試料 の上面か ら圧力 を次第 に増加 させ なが ら気体圧 をかけると､
各圧力 に応 じて順次大 きな細孔か ら重力 との平衡が くずれ ､液体が排 出 され
て気体の流れが生 じる｡ この とき圧力 と気体流量の関係 は図2-7の実線 のよ う
になる ｡ さらに､全細孔か ら脱液 させた後､ふたたび同様 に気体圧 を加 えた
時の関係 は破線 のよ うになる｡各圧力値は､式 (2.3)か ら細孔径 と対応す る
ので､P･に相 当する細孔径 Diに対 して Qwi/QDiをプロッ トすれば､流量比によ





















































試 料 0 50 (/1m) 0 95 (〃m)






7 72∴う loo 2
二一一ドルパ ンチ N8 59.1 86.1
N9 94.1 133.9
N 10 126.1 177.2
N ll 146.5 223.3
N 12 200.5 363.2
N 13 186.9 248.8
N 14 ユ72.3 228.7
N 15 111.0 151.6









サー-一寸∴′レボ ン ド 7､1 ll)1.,1- 151.1






































































































































































































































































































N2 3．89 0，065 1．37 0，185 1．00 0，254 0．72 0，353 0．58 0，438
N4 6．60 0，104 3．40 0，202 2．60 0，264 1．99 0，345 1．71 0，401
N8 3．52 0，172 2．14 0，282 1．94 0．3U 1．72 0，351 1．58 0，383
S4 3．68 0，121 1．92 0，231 1．59 0，279 1．30 0，341 1．12 0，396















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ハ）水酸化カルシウム 0，1％溶液（ 〃 ） ［pH約12．1コ
二）水酸化ナトリウム 0．1％溶液（ 〃 ） rpII約12．0コ
試験液 ホ）硫酸 0，1％溶液（ 〃 ） ［pH約L9コ
へ）塩酸 0，ユ％溶液（ 〃 ） ［pH約L9］
ト）水酸化カルシウム 飽和溶液　　（ 〃 ） ［PH約12．3］
チ）水酸化ナトリウム ／0％溶液　（ 〃 ） ［pH約14］
り）硫酸 10％溶液　（ 〃 ） ［pH約　0コ


































































































































































































































































































































































フラスチックコアタィブ 43．5 82．8 32．1









No．1 8．6kN／m 24．7kN／m 79．5kN／m 23．0％
A
No．2 24．0 49．4 79．9 18．1
B No，3 42．1 75．7 140．2 20．9
No．4 5．8 19．5 95．6 30．3
No．5 43．8 69．9 72．9 11．4
No。6 9．1 19．1 70．4 40．8
C No．7 32．6 64．5 88．4 15．6
No，8 6．7 12．7 55．2 62．6
No．9 7．3 34．0 62．9 18．9
No．10 13．1 35．1 104．4 24．3
D No．11 19．0 32．0 90．0 41．3
No．12 43．5 54．8 82．8 32．1
E NQ，13 一一一一 　一一一 101．7 3．3
No．14 33．7 65．7 97．7 19．0


































































5％伸長時 10％伸長時 破断時 5％伸長時 10％伸長時 破断時
スパンボンド 2．5 6．8 41．0 82．5 9．0 ］8．4 44．7 44．0
補強不織布 43．8 69．9 72．9 1】．4 注）　一一 一　 一一一 一→
立体編物 24．0 49．4 79．9 18．1 28．3 57．5 68．5 13．1
ブラスチック
Rア





































































































































































プラスチックコア 36．7 54．5 98 0．42 14．9 51．0 80．0 149．4 0．67 16．3
補強不織布 35．3 55．3 88．6 0．36 18．6 38．0 62．7 126．2 0．61 6．3

































































































































プラスチックコア 82．8 57．1 0．69
補強不織布 161．1 97．8 0．61


















































































































































































































































































































1 17．1 1895 1．6×1001．2×1004．2×10－1 2．4
A 2 5．4 1016 5．4×10｝29．3×10－23．7×10－2 5．7
3 5．3 811 1．2×10°12，1×10－15．5×10齢2 3．8
4 5．9 643 8．9×10－14．4×10－12．0×10鱒1 4．2
B
5 29．5 1248 4．7×1001．7×1018．1×100 1．1
6 5．3 407 1．1×1012．5×1011．7×100 0．39
7 8．0 607 1．4×1003．5×1009．0×10－10．25
C
8 3．8 1139 2．1×10－11．7×1002．6×10－10．59
9 6．1 1367 2．9×10－16．1×10－13．9×畠P0－1 0．54
10 5．5 544 1．0×10－16．1×1006．0×100 9．2
D
































































































































































ﾊ、vs　　　　【戟@r ノ／ ε・一 彦…偉　° x‘げ1 ∫ 65●2’ 一 一 ● 一1－一 ；°














































































































































①HdT－1 0 29．1 61．4 67．5 78．2 97．9 127．9 174．9 207．2
②HdT－20 27．6 56．4 62．7 70．4 89．4 118．9 168．4 200．5
③HdT－30 21．0 45．0 50．8 60．1 79．3 108．8 150．8 184．4
④HdT－40 20．6 42．6 48．0 57．6 75．5 104．3 148．8178．4
⑤HdT－50 19．9 41．7 46．8 56．6 73．0 100．7 142．4170．2
⑥HdT－60 19．1 40．0 45．1 53．8 70．7 97．1 137．6164．8
⑦HdT－7 0 193 406 45．9 55．6 72．8 100．3 144．5173．9
⑧HdT－80 18．1 37．4 42．3 52．0 68．7 95．7 138．9 167．9
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層厚（の 沈下量（cの 層厚（口） 沈下量（cの
盛土層 3．0 8．6 3．0 8．6
産廃埋土層 15．5 11．0 3．8 1．8
沖積粘土層 8．3 121．4 20．5 266．1
洪積粘土層 20．0 22．6 20．0 22．6
合計 46．8 163．6 47．3 299．1
（2）盛土厚6mの場合
P－440 P－241
層厚（の 沈下量（CB） 層厚（の 沈下量（c猶）
盛土層 6．0 34．4 6．0 34．4
産廃埋土層 15．5 17．9 3．8 2．5
沖積粘土層 8．3 143．5 20．5 334．7
洪積粘土層 20．0 50．1 20．0 50．1
合計 49．8 245．9 50．3 421．7
3－16
約20-50kPaとなってお り､粘 土層 中に残留す る間隙水圧 を示 してい る｡ この
ことは､図3-9において最終計測時の間隙水圧 の値が初期値 を下回っているこ
とか ら確認 で きる｡ さらに､同 じ区域 内で も位置 によって沖積粘土層の厚 さ
が異なるとい う現場条件 を考え合わせ ると､この沈下挙動は上述のcc法による
予測結果 と同程度の結果 を示 していると考えられ る｡
ここで､立体編物 を敷設 した工区 (HdT-1観測点)の沈下量だけが比較的大
きいが､ これ は この工区だけ原地盤 高が低 く凹凸があったため､材料敷設前
に粘性土を投入 して地盤高を上げたことが原因であると推察 され る｡
一方､材料 を敷設 しなかった工区も敷設工区 と同程度に沈下 し､同 じよ うに
間隙水圧が消散 してい る｡ これ は､ この工区の被覆土 (産業廃棄物埋土) に
予想 を上回 る､かな りの砂磯成分が含 まれてお り､その部分 を通 じて排水 し
たのではないか と考 えられ るO このことは､表3-6な らびに図3-10に示 した沈
下板併設分の水位観測結果か らも推察できる｡すなわち､表3-6中の3月24日の
計測時において､計測 目前 目が雨であったため実験 工区全体の地下水位 が上
昇しているが､この内､材料 な しの工区のみが他の工区に比べて水位が低いー
この水位 (0.P.+3.36m)は､それぞれの工区の間に設置 されている排水暗渠の
水位 (表3-7:3月24日の計測値は0.ド.+3.34-3.37m) とほぼ同 じであるG これ
.に比べ､GHD敷設工区の沈下板併設分の水位 は､それぞれ差はあるものの､
表3-7の排水暗渠水位 よりも高 くGHDを通 じて排水がなされているといえる｡
材料を敷設 しなかった工区の被覆土か らの排水 について､現場計測終了後､
さらに次の検証 を行 った ｡ Pポン ドでは､プ ラスチ ックボー ドドレー ンによる
地盤改良の際に土質調査が行 われ､現場実験 区域付近 で動的円錐貫入試験 が
実施 されていた｡図3-11にその調査位置な らびに調査結果 を示すo この結果 よ
り､GHD敷設工区付近のP63㌧2､P64-3､P64'-3では､沖積粘土層上部の被
覆土の部分のNd値 (Nd-1.15×N値)は平均約Nd-1-5回 (一般 に沖積粘土の場
合N値-0-4回)で､明 らかに粘性土であると認 め られ る｡それに比べて､材料
を敷設 しなかった工区付近のP65-1､P65-2の被覆土部分のNd値は平均約Nd-12
程度であ り､GHD敷設 区域 の被覆土 と比べて､明 らかに砂礁分が多い こと
がわか るO さらに､実際 に実験 を実施 した各工区の地盤 の透水性 を碓認す る
ために､最終計測が終了 した1ケ月後 (5月27日)､実験現場において､沈下板
の銅管上端 よ り清水 を注水 し､その水位 が低 下す る時間を計測 した｡試験状
3-17
